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1. 2024年3月期第3四半期の連結業績（2023年4月1日～2023年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第3四半期 12,980 5.5 643 643.1 535 ― 356 ―

2023年3月期第3四半期 12,304 3.7 86 △62.6 △4 ― △52 ―

（注）包括利益 2024年3月期第3四半期　　355百万円 （―％） 2023年3月期第3四半期　　△45百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期第3四半期 31.81 ―

2023年3月期第3四半期 △4.64 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年3月期第3四半期 20,632 1,254 6.0 110.89

2023年3月期 20,252 898 4.4 79.37

（参考）自己資本 2024年3月期第3四半期 1,244百万円 2023年3月期 890百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2024年3月期 ― 0.00 ―

2024年3月期（予想） 4.00 4.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,323 5.4 758 457.1 508 ― 306 ― 27.27

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期3Q 11,476,000 株 2023年3月期 11,476,000 株

② 期末自己株式数 2024年3月期3Q 254,037 株 2023年3月期 254,037 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期3Q 11,221,963 株 2023年3月期3Q 11,221,063 株

（注）期末自己株式数には、株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が保有する当社株式（2024年3月期3Q　253,900株、2023年3月期　253,900株）が含ま
れております。また株式会社日本カストディ銀行（信託E口）が保有する当社株式を、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（
2024年3月期3Q　253,900株、2023年3月期3Q　254,800株）。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が本資料発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提
に基づき作成したものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は今後の様々な要因により予想数値と大きく異な
る可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）Ｐ．３「１．当四半期
決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

（１）経営成績に関する説明

　当四半期連結会計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響は収まりつつあるも

のの、ロシアのウクライナ侵攻が続き、エネルギー価格の高騰や物価高、また、円安の影響も加わり、依然として

先行きは不透明な状況です。

　介護サービス業界におきましては、引き続き超高齢化社会への移行に伴い、介護サービスの利用者数は増加し、

需要は更に高まっております。

　その一方で、様々な業種にて人材不足が叫ばれている中、介護サービス業界におきましても、海外の人材も含

め、人材確保に取り組むことは急務となっており、有資格者の確保はとりわけ困難な状況となっております。それ

らを改善するために、業界では、介護事業に従事することが社会において魅力があり、生きがいを持てる環境造り

が求められております。

　このような状況のもと当社グループにおきましては、収益面では、既存施設において施設稼働率を上昇させるた

め、新規利用者の獲得とサービスの向上に努めました。費用面では、介護職員に係る人件費の増加により売上原価

が増加しましたが、販売費及び一般管理費は人件費や消耗品費の削減により減少しました。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は12,980百万円（前年同四半期比5.5％増）となり、営業利益は

643百万円（前年同四半期比643.1％増）、経常利益は535百万円（前年同四半期は経常損失4百万円）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は356百万円（前年同四半期は損失52百万円）となりました。

　セグメント別の状況は次のとおりであります。

（デイサービス事業）

　当セグメントにおきましては、既存デイサービス施設のサービスの質の向上により施設稼働率の向上に努めまし

た。また新型コロナウイルス感染症の流行により、ご利用を控えていた利用者が徐々に利用再開され、回復傾向に

あります。その結果、売上高は2,742百万円（前年同四半期比6.5％増）、セグメント利益は263百万円（同91.3％

増）となりました。

（施設サービス事業）

　当セグメントにおきましては、既存の有料老人ホームの入居者獲得に注力し入居率の向上に努めました。その結

果、売上高は9,326百万円（同5.5％増）、セグメント利益は1,289百万円（同52.2％増）となりました。

（在宅サービス事業）

　当セグメントにおきましては、利益率の改善のため人員配置や業務手順の見直し等、効率的な運営に取り組むこ

とに注力してまいりましたが、売上高は834百万円（同2.0％増）、セグメント損失は42百万円（前年同四半期はセ

グメント損失27百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて379百万円増加して20,632百万円と

なりました。これは主として、現金及び預金が649百万円、売掛金が170百万円増加し、建物及び構築物が204百万

円、リース資産が175百万円減少したことによるものであります。負債につきましては、前連結会計年度末に比べ

て24百万円増加して19,378百万円となりました。これは主として、短期借入金が153百万円、退職給付に係る負債

が54百万円、未払法人税等が12百万円増加し、賞与引当金が180百万円、長期借入金が160百万円、リース債務が

157百万円減少したことによるものであります。また、純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて355百万

円増加して1,254百万円となりました。これは主として、利益剰余金の増加356百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、2023年５月12日の「2023年３月期　決算短信」で公表いたしました通期の連結業

績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,027 1,677

売掛金 2,787 2,958

その他 200 223

貸倒引当金 △2 △4

流動資産合計 4,013 4,854

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,718 6,514

土地 2,407 2,407

リース資産（純額） 3,860 3,685

その他（純額） 165 187

有形固定資産合計 13,152 12,793

無形固定資産 107 90

投資その他の資産

敷金及び保証金 2,209 2,203

その他 772 692

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 2,979 2,893

固定資産合計 16,239 15,777

資産合計 20,252 20,632

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 266 274

短期借入金 3,527 3,680

１年内返済予定の長期借入金 739 784

未払法人税等 60 73

賞与引当金 246 66

その他 1,368 1,584

流動負債合計 6,208 6,463

固定負債

長期借入金 6,072 5,866

リース債務 5,094 4,936

退職給付に係る負債 618 673

株式給付引当金 7 11

資産除去債務 325 328

その他 1,028 1,099

固定負債合計 13,146 12,915

負債合計 19,354 19,378

純資産の部

株主資本

資本金 432 432

資本剰余金 307 307

利益剰余金 205 562

自己株式 △59 △59

株主資本合計 886 1,243

その他の包括利益累計額

退職給付に係る調整累計額 4 1

その他の包括利益累計額合計 4 1

非支配株主持分 7 9

純資産合計 898 1,254

負債純資産合計 20,252 20,632

- 4 -

㈱シダー（2435）2024年３月期　第３四半期決算短信[日本基準]（連結）



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

売上高 12,304 12,980

売上原価 11,115 11,255

売上総利益 1,188 1,725

販売費及び一般管理費 1,102 1,081

営業利益 86 643

営業外収益

受取利息 6 5

受取賃貸料 10 16

助成金収入 122 99

その他 18 24

営業外収益合計 158 146

営業外費用

支払利息 246 237

その他 2 16

営業外費用合計 249 254

経常利益又は経常損失（△） △4 535

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△4 535

法人税、住民税及び事業税 24 56

法人税等調整額 21 119

法人税等合計 45 176

四半期純利益又は四半期純損失（△） △49 358

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 1

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△52 356

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日

　至　2023年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △49 358

その他の包括利益

退職給付に係る調整額 4 △3

その他の包括利益合計 4 △3

四半期包括利益 △45 355

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △47 353

非支配株主に係る四半期包括利益 2 1

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

合計デイサービス

事業

施設サービス

事業

在宅サービス

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 2,574 8,836 818 12,228 75 12,304

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 822 822

計 2,574 8,836 818 12,228 897 13,126

セグメント利益又は

損失（△）
137 846 △27 957 111 1,068

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 957

「その他」の区分の利益 111

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △982

四半期連結損益計算書の営業利益 86

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2022年４月１日 至2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、給食事業及び福祉用具事業等で

あります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
（注）

合計デイサービス

事業

施設サービス

事業

在宅サービス

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 2,742 9,326 834 12,903 76 12,980

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － 873 873

計 2,742 9,326 834 12,903 949 13,853

セグメント利益又は

損失（△）
263 1,289 △42 1,509 98 1,608

（単位：百万円）

利益 金額

報告セグメント計 1,509

「その他」の区分の利益 98

セグメント間取引消去 0

全社費用（注） △964

四半期連結損益計算書の営業利益 643

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日 至2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、給食事業及び福祉用具事業等で

あります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日

至　2023年12月31日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損

失（△）
△4円64銭 31円81銭

（算定上の基礎）

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失（△）（百万円）
△52 356

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（百万円）

△52 356

普通株式の期中平均株式数（千株） 11,221 11,221

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）１　前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純

損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。当第３四半期連結累計期間の潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　「従業員株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」の信託財産として株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）

が保有する当社株式を、１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上、期中平均株式数の

計算において控除する自己株式に含めております。（前第３四半期連結累計期間254千株、当第３四半期連

結累計期間253千株）。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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